
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

二

〇

七

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
〇
七
号

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
厚
生
年
金
基
金
制
度
の
現
状
と
今
後
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
厚
生
年
金
基
金
制
度
の
現
状
と
今
後
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
年
金
基
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
当
時
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
企
業
年
金
と
、
厚
生
年
金
の
給
付
及
び
保
険

料
の
引
上
げ
等
を
内
容
と
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
号
。
以
下
「
昭
和

四
十
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年

金
と
の
機
能
や
負
担
の
競
合
を
調
整
し
、
老
後
の
生
活
保
障
を
企
業
の
協
力
に
よ
り
一
層
充
実
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
昭
和
四
十
年
改
正
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
厚
生
年
金
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
が
厚
生
年
金
の
給
付
の
一
部

を
代
行
す
る
代
行
部
分
が
設
け
ら
れ
た
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
時
点
で
、
基
金
の
数
は
、
五
百
七
十
七
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
十
二
月
末
時
点
で
、
基

金
の
加
入
員
の
数
は
、
約
百
四
十
一
万
人
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
時
点
で
、
単
独
型
の
基
金
（
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ

一



れ
た
基
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
は
三
十
四
で
あ
り
、
連
合
型
の
基
金
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

基
金
の
う
ち
、
一
の
設
立
事
業
所
の
事
業
主
が
他
の
設
立
事
業
所
の
事
業
主
と
業
務
、
資
本
金
そ
の
他
に
つ
い
て
密
接
な
関

係
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
は
四
十
九
で
あ
り
、
総
合
型
の
基
金
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

基
金
の
う
ち
、
連
合
型
の
基
金
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
は
四
百
九
十
四
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

「
企
業
年
金
に
関
す
る
基
礎
資
料
平
成
十
九
年
十
二
月
」
（
企
業
年
金
連
合
会
編
）
及
び
「
企
業
年
金
に
関
す
る
基
礎
資

料
平
成
二
十
三
年
十
二
月
」
（
同
連
合
会
編
）
を
基
に
算
出
し
た
お
尋
ね
の
年
平
均
利
回
り
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
二

十
二
年
度
ま
で
の
十
五
年
間
が
一
・
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
が
〇
・
四

二
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
が
マ
イ
ナ
ス
三
・
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
時
点
で
、
八
十
一
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
時
点
で
、
二
百
十
三
で
あ
る
。

二



七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
基
金
が
解
散
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
当
該
基
金
の
全
て
の
設
立
事
業
所
の
事
業
主
の
四
分
の
三
以

上
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
総
合
型
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
単
独
型
の
基
金
や
連
合
型
の
基
金
と
比
べ

て
、
よ
り
多
く
の
設
立
事
業
所
の
事
業
主
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
い
る
た
め
、
解
散
の
意
思
決
定
に
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
一
因
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

厚
生
年
金
基
金
制
度
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
が
開
催
し
て
い
る
「
厚
生
年
金
基
金
等
の
資

産
運
用
・
財
政
運
営
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
結

果
も
踏
ま
え
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

三


